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1. はじめに 

 草木の成長過程を観察・観測することは昼夜を問わず

長期間に及ぶことがあり大変手間のかかる作業である。

電磁波や落雷の影響による草木・農産物の成長比較実

験などにおいては、これらの観測作業が自動的にでき

ると、研究上便利である。そこで、画像の自動認識・機

械学習の機能を利用して草木の草丈を自動で測定す

るシステムを構築することを考えた。 

 

2. 目的 

 本研究の目的は、カメラを装備したマイコンを利用して、

自動的に草木の成長過程を観測することができるように

することである。まず、その端緒として、葉や枝がなく色

もほぼ単色である「緑豆もやし」の成長をマイコンで自動

認識して、その草丈（草の背の高さ）を定期的に測定・

記録するシステムを開発することを試みた。 

 

3. 測定システムの概要と進捗状況 

 システムとしてラズベリーパイとそのカメラを利用してい

る。プログラムは、OpenCV（Open Source Computer 

Vision Library）を利用して Pythonで記述している。

OpenCVは画像処理・画像解析および機械学習等の機

能を持つ C/C++、Java、Python、MATLAB用ライブラリ

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．参照物を使った被測定物の草丈値の算出 

 

現在できている処理は、 

1. 撮影画像(jpg)をグレースケール画像に変換、ガウス

フィルター、エッジの抽出、輪郭の抽出をする。 

2. 左端を基準として、輪郭を左から右に並べ替える。 

3. 参照オブジェクトのアウトラインサイズ、

pixelPerMetricX、pixelPerMetricY を計算する。 

4. 処理対象の他のオブジェクトの輪郭を計算する。 

である。 

 これらの処理により、参照物がある場合に被測定物の

長さを算出することに成功した（図１）。プログラムによっ

て得られた草丈データは実際の測定値とほぼ一致し

た。 

図 2．栽培機で栽培したもやし 

 

4. むすび 

 現状は、成長したもやしを取り出し単独で撮影してそ

の草丈を測定している。しかし、実際には、もやし栽培

機（BelleLife 社）により、栽培されたもやしは図 2 のよう

に密生して成長する。図 2 のような状態まででなくとも、

撮影した写真内に数本のもやしが重なり合っている場

合、その複数のもやしを個別の物体として認識し、且つ、

それら個々の草丈を測定できるようにすることが今後の

研究の中心課題となる。 
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